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資

料

金
田
平
一
郎
『
昭
和
四
年

日
誌
』

和
仁
か
や
・
梶
嶋
政
司
（
翻
刻
）

は
し
が
き

本
資
料
は
、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
で
法
制
史
講
座
を
担
当
し

た
金
田
平
一
郎
博
士１

）（
一
九
〇
〇
〜
一
九
四
九
）
自
筆
の
日
記
を
、

和
仁
か
や
（
法
学
研
究
院
・
法
史
学
講
座
／
本
稿
執
筆
当
時
）、
梶
嶋

政
司
（
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
・
九
州
文
化
史
資
料
部
門
）

の
両
名
に
よ
り
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

金
田
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
一
月
に
講
師
に
任
命
さ
れ
、

同
五
年
二
月
講
座
担
当
助
教
授
と
な
り
、
同
一
五
年
五
月
に
教
授
に

昇
任
、
同
二
四
年
の
在
任
中
に
病
没
し
た
。
近
世
の
法
制
史
、
就
中

債
権
法
や
比
較
地
域
史
研
究
の
先
達
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
昭
和
九

年
設
立
の
九
州
文
化
史
研
究
所
を
拠
点
と
し
た
九
州
各
地
の
歴
史
資

料
の
蒐
集
活
動２

）や
附
属
図
書
館
長
と
し
て
の
活
動
を
も
通
じ
て
、
大

学
及
び
法
文
学
部
に
お
け
る
蔵
書
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
没
後
法
学
部
が
蔵
書
の
一
部
を
購
入
し
長
ら
く
分
散
配
架
さ
れ

て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
の
夏
に
集
約
さ
れ
て
「
金
田
文
庫３

）」
が
実

現
、
同
時
に
ご
遺
族
よ
り
本
『
日
誌
』
を
含
め
た
所
縁
の
諸
資
料
の

寄
贈
を
受
け
、
併
せ
て
同
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
『
日
誌
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
九
州
帝
大
着
任
時
、

折
し
も
着
任
先
の
法
文
学
部
は
い
わ
ゆ
る
「
内
訌
事
件４

）」
に
よ
る
混

乱
の
最
中
で
あ
り
、
自
身
も
早
々
に
そ
の
渦
中
に
置
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
目
下
、
寄
贈
分
資
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
整
理
中
の
た
め

閲
覧
に
供
し
て
い
な
い
が
、
大
学
史
及
び
部
局
史
上
も
貴
重
な
資
料

と
思
わ
れ
る
ゆ
え
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
こ
こ
に
翻
刻
・
紹
介
す

る
次
第
で
あ
る
。

翻
刻
に
際
し
、
旧
字
・
異
体
字
は
原
則
と
し
て
通
用
字
に
改
め
、

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
一
部
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
〔

〕
は
翻

刻
者
が
付
加
し
た
部
分
で
あ
る５

）。

１
）

金
田
の
詳
し
い
経
歴
や
生
涯
に
つ
い
て
は
、
和
仁
か
や
「
金
田

平
一
郎
と
九
州
帝
国
大
学
」『
法
政
研
究
』
八
三
巻
三
号
（
二
〇
一

六
年
）、
和
仁
か
や
・
梶
嶋
政
司
・
中
川
晃
一
『
金
田
平
一
郎
と
九
州

大
学
附
属
図
書
館
』h

ttp
: //h

d
l.h
a
n
d
le.n

et /2324 /1913973

（
九
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大
文
献
（
レ
コ
ー
ドID

：
1913973

）、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
九
州

大
学
法
学
部
百
年
史
編
集
委
員
会
「
九
州
大
学
法
学
部
・
法
科
大
学

院
の
歩
み
｜1924

年
（
法
文
学
部
創
設
）
か
ら2012

年
ま
で
｜
」

『
法
政
研
究
』
八
一
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
も
参
照
。

２
）

梶
嶋
政
司
「
草
創
期
九
州
文
化
史
研
究
所
の
史
料
収
集
活
動

｜
『
採
訪
日
記
』
の
紹
介
｜
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
九

号
（
二
〇
〇
六
年
）。

３
）

九
州
大
学
附
属
図
書
館h

ttp
s: //w

w
w
.lib

.k
y
u
sh
u
-u
.a
c.jp

/

ja
/k
a
n
ed
a

。

４
）

最
近
の
詳
細
な
研
究
と
し
て
、
七
戸
克
彦
「
九
州
帝
国
大
学
法

文
学
部
内
訌
事
件
」『
法
政
研
究
』
八
一
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）、

同
「
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
と
吉
野
作
造
（
一
）

二
・
完
）
｜
九

州
帝
国
大
学
法
文
学
部
内
訌
事
件
の
調
停
者
｜
」
同
八
三
巻
四
号
、

八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
）。

５
）

基
本
的
に
は
大
学
関
係
者
の
名
を
付
加
す
る
に
留
め
た
。
と
り

わ
け
法
文
学
部
法
科
関
係
者
に
関
す
る
詳
し
い
人
物
情
報
に
つ
い
て

は
、
前
掲
註
１
後
段
文
献
所
収
の
「
法
学
部
百
年
史
関
連
人
物
情
報

文
献
一
覧
」
参
照
。
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金
田
平
一
郎
『
昭
和
四
年

日
誌
』

一
月
一
日

意
義
深
い
四
年
元
旦
ハ
明
け
た
り
、
九
州
帝
国
大
学
講
師
（
三
年
十

一
月
十
九
日
）
と
し
て
、
日
宗
の
行
者
と
し
て
、
夫
と
し
て
の
夫
々

の
第
一
年
を
迎
へ
た
る
な
り
、
精
進
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
昨
三
年
十

二
月
四
日
東
京
を
去
り
仝
七
日
初
め
て
九
州
博
多
の
地
に
下
り
立
ち

て
よ
り
約
一
ヶ
月
九
州
の
生
活
に
も
漸
く
馴
れ
た
り
、
兎
も
角
も
年

の
餅
も
搗
き
た
り
、
さ
ゝ
や
か
な
る
も
く
さ
ぐ
さ
の
馳
走
に
あ
り
つ

き
た
り
、
廿
二
円
の
家
賃
も
完
済
し
た
り
、
調
度
も
事
欠
く
こ
と
な

き
に
至
れ
り
、
先
づ
以
て
幸
福
な
る
新
年
と
云
ふ
べ
き
な
り
、
本
日

ハ
六
時
起
床
、
冷
水
に
身
を
清
め
神
々
に
拝
し
法
華
経
を
読
誦
し
、

つ
ね
子
と
二
人
酒
を
祝
へ
り
、
元
旦
と
云
ふ
に
朝
来
よ
り
風
寒
く
雪

を
見
る
に
至
る
、
九
州
に
も
冬
は
来
れ
り

午
後
風
雪
を
冒
し
て
年
頭
の
挨
拶
に
出
掛
く
、
春
日
〔
政
治
〕
法
文

学
部
長
邸
を
問
ひ
、
武
藤
〔
智
雄
〕
助
教
授
宅
に
立
寄
る
、
当
地
来

任
に
際
し
て
は
何
か
ら
何
ま
で
配
慮
を
受
け
た
る
恩
人
、
厚
く
芳
情

を
謝
し
た
り
、
屠
蘇
を
受
け
雑
煮
餅
を
御
馳
走
に
な
り
て
辞
去
す
、

尚
ほ
風
雪
や
ま
ず
し
か
し
少
も
積
る
こ
と
な
し
、
大
濠
に
下
車
し
て

大
澤
〔
章
〕
教
授
宅
を
訪
ふ
、
賀
詞
を
述
べ
て
去
る
、
次
い
で
大
工

原
〔
銀
太
郎
〕
総
長
邸
に
賀
詞
を
捧
げ
て
帰
宅
す
、
尚
ほ
午
后
出
掛

け
に
際
し
鎮
守
鳥
飼
神
社
に
詣
で
た
り
、
こ
の
土
地
ハ
菅
公
に
縁
故

の
あ
る
た
め
か
、
多
く
天
満
宮
を
見
受
け
る
が
、
鳥
飼
社
内
に
も
天

満
宮
存
置
せ
り
、
神
々
に
拝
し
て
真
正
の
生
活
を
祈
願
す
、
当
地
ハ

敬
神
の
念
深
き
か
、
寒
冷
に
も
係
ら
ず
多
の
参
拝
者
の
影
を
見
た
り
、

形
式
に
囚
は
る
ゝ
こ
と
は
勿
論
無
意
味
に
し
て
益
な
き
こ
と
で
は
あ

る
が
、
或
る
程
度
の
形
式
は
我
等
凡
人
に
と
っ
て
は
一
の
精
進
の
方

便
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
、
こ
の
元
旦
を
期
し
て
形
式
的
な
一
行
事

を
初
め
る
こ
と
に
な
し
た
り
、
即
ち
昨
年
十
一
月
廿
七
日
に
挙
げ
た

我
々
の
結
婚
式
に
際
し
仲
人
柴
田
甚
五
郎
先
生
の
筆
に
な
る
誓
詞
を

出
し
て
共
に
誦
し
、
年
月
を
記
入
し
我
々
両
人
夫
々
記
名
を
な
し
た

り
、
こ
れ
誓
詞
に
悖
る
こ
と
な
く
家
庭
生
活
人
間
生
活
の
完
成
に
精

進
す
る
の
気
を
新
た
に
し
強
ふ
す
る
の
よ
す
が
に
も
と
思
ひ
た
れ
ば

な
り
、
以
後
我
家
の
行
事
の
一
と
し
て
毎
年
の
例
と
す
る
こ
と
に
決

め
た
り
、
夜
に
入
る
も
天
候
悪
し
、
炬
燵
に
入
り
改
造
新
年
号
を
読

み
な
ど
し
、
四
年
元
旦
を
平
和
に
過
し
た
り
、
三
十
才
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
り
、
而
立
の
年
老
い
た
る
哉
の
感
な
き
能
は
ず

一
月
二
日

朝
来
半
鐘
の
音
に
醒
め
た
り
、
消
防
出
初
式
に
て
も
あ
る
な
ら
ん
、

風
や
ま
ず
、
尚
ほ
み
ぞ
れ
を
見
、
寒
気
強
し
、
終
日
閉
ぢ
籠
る
、
雑

誌
を
読
む
の
み
、
小
木
君
父
に
手
紙
を
書
き
、
九
州
の
正
月
の
行
事

資 料
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な
ど
便
り
す
、
無
為
の
日
が
続
く
と
屈
托
す
る
、
早
く
学
校
へ
出
掛

け
た
き
も
の
な
り
、
十
七
日
か
ら
初
め
る
講
義
の
草
稿
も
気
に
な
る

が
、
家
で
は
何
も
出
来
な
い
も
の
な
り

一
月
三
日

三
ヶ
日
の
雑
煮
餅
も
芽
出
度
く
食
ひ
納
め
た
、
一
日
五
個
、
二
日
六

個
、
三
日
七
個
、
餅
ず
き
の
自
分
も
こ
れ
以
上
は
い
け
な
い
、
今
日

は
雪
が
積
っ
た
、
一
二
寸
の
雪
量
が
あ
っ
た
ら
し
い
、
雪
だ
る
ま
も

所
々
に
見
え
る
、
終
日
無
為
に
ぶ
ら
〳
〵
下
手
な
謡
曲
を
う
な
っ
た

り
す
る
、
金
の
い
ら
な
い
お
正
月
だ
、
し
ば
ら
く
振
り
で
落
付
い
て

小
説
を
読
ん
だ
、
何
で
も
努
力
が
い
る
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
わ

〔
か
〕
る
様
に
思
へ
る
、

一
月
四
日

今
日
も
雪
、
し
か
し
寒
気
ゆ
る
み
時
折
り
陽
か
げ
さ
す
、
午
後
春
吉

四
十
川
に
三
田
村
〔
一
郎
〕
教
授
を
訪
ふ
、
不
在
な
り
し
ハ
残
念
、

帰
途
伊
藤
省
君
を
訪
ひ
色
々
歓
待
を
受
け
、
夕
食
を
馳
走
に
な
り
て

帰
る
、
伊
藤
君
不
相
変
元
気
、
自
信
強
し
た
め
に
前
途
多
望
と
思
ふ
、

し
か
し
少
し
強
さ
を
あ
ら
は
し
強
ぎ
は
し
ま
い
か
、
し
か
し
そ
れ
も

い
ゝ
だ
ら
う
、
古
本
屋
で
嘉
永
版
大
成
書
状
鑑
（
三
十
銭
）
を
購
ふ
、

帰
宅
す
れ
ば
文
求
堂
よ
り
宋
刑
統
（
十
円
）
届
く
、
見
出
し
を
書
い

た
り
蔵
書
印
を
捺
し
た
り
、
愛
撫
数
時
、
新
聞
屋
元
旦
号
か
ら
の
福

岡
日
日
を
持
っ
て
来
る
、
中
田
〔
薫
〕、
三
浦
〔
周
行
〕
両
博
士
よ

り
賀
状
来
る
、

一
月
五
日

多
少
天
候
恢
復
し
た
が
、
ま
だ
時
折
雨
を
見
る
の
悪
天
気
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
日
が
欲
し
い
、
こ
ち
ら
へ
来
て
荷
ほ
ど
き
や
引
越
し
に
手

伝
っ
て
呉
れ
た
ぢ
い
さ
ん
が
来
る
、
年
末
頼
ん
で
お
い
た
下
女
の
事

に
就
て
、
下
女
を
置
く
身
分
で
は
な
い
が
三
月
の
出
産
を
控
え
て
居

る
の
で
、
何
と
か
と
し
よ
り
で
も
欲
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
一
人

あ
っ
た
が
高
い
の
で
や
め
た
、
福
岡
人
は
大
変
親
切
気
が
あ
る
様
だ
、

こ
の
ぢ
い
さ
ん
又
然
り
、
午
后
近
く
に
ゐ
る
宇
賀
田
〔
順
三
〕
教
授

を
訪
ふ
、
所
用
と
か
で
す
ぐ
帰
る
、
途
中
菊
池
〔
勇
夫
〕
助
教
授
を

訪
ふ
た
が
皆
留
守
空
し
く
帰
宅
、
又
一
日
を
無
為
に
過
し
た
、
や
っ

ぱ
り
正
月
は
家
に
居
て
物
の
本
で
も
読
ん
で
居
る
方
が
い
ゝ
と
思
っ

た
。
漱
石
の
も
の
を
引
き
出
し
て
読
ん
だ
り
雑
誌
を
見
た
り
、
正
月

は
や
っ
ぱ
り
正
月
だ
。

一
月
六
日

十
時
半
朝
食
、
正
月
料
理
の
持
越
し
に
い
さ
ゝ
か
閉
口
、
話
し
ず
き

の
、
そ
し
て
こ
の
家
を
見
付
け
て
呉
れ
た
洗
濯
屋
が
来
る
、
上
げ
て

（85-２- ）409 5
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餅
な
ど
馳
走
す
る
、
学
校
の
職
員
名
簿
を
か
し
て
呉
れ
と
云
ふ
の
で

貸
し
た
、
仲
々
に
商
売
上
手
ら
し
い
、
午
後
掘
し
物
で
も
と
思
っ
て

近
所
の
古
物
屋
を
二
三
軒
ま
わ
っ
た
、
何
も
見
当
ら
な
い
、
出
し
た

賀
状
が
二
三
受
取
人
不
明
で
か
へ
る
、
何
だ
か
い
や
な
気
持
が
す
る
、

し
か
し
葉
書
に
は
大
変
遠
路
御
苦
労
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
た
、

一
月
七
日

七
草
粥
を
喫
し
、
初
登
校
、
誰
も
ま
だ
見
え
ぬ
、
先
ハ
一
番
乗
り
で

あ
る
。
武
藤
〔
智
雄
〕
君
来
校
、
小
生
私
室
で
し
ば
ら
く
歓
談
、
共

に
昼
食
す
、
そ
の
節
、
法
制
史
の
年
表
を
共
々
作
成
し
て
は
ど
う
か

と
の
話
し
で
あ
っ
た
が
、
大
讃
成
、
そ
の
中
ぽ
つ
〳
〵
初
め
よ
う
と

思
ふ
、
ま
こ
と
に
い
ゝ
企
て
ゞ
あ
る
、
そ
の
中
佐
治
〔
謙
譲
〕
助
教

授
来
ら
る
、
色
々
話
し
を
す
る
、
皆
帰
ら
れ
て
か
ら
講
義
案
を
少
く

書
く
、
四
時
す
ぎ
退
出
、
帰
路
儀
助
煮
を
か
ふ
、
古
本
屋
で
続
々
群

書
類
従
第
七
法
制
部
を
買
ふ
、
二
円
、
こ
れ
で
続
々
の
法
制
之
部
を

揃
へ
た
、
気
持
よ
し
、
京
北
か
ら
一
金
拾
参
円
也
、
年
末
手
当
を

送
っ
て
く
る
、

新
校
群
書
類
従
来
る
、
又
和
歌
部
少
し
う
ん
ざ
り
、
早
く
法
制
史
干

係
の
も
の
ゝ
あ
る
の
が
ほ
し
い
、
此
方
の
気
持
を
本
屋
が
知
っ
て
わ

ざ
と
そ
ら
し
て
居
る
様
に
さ
へ
見
え
る
、
博
多
芸
者
の
盛
装
し
た
の

を
一
人
見
る
、
う
つ
く
し
そ
う
だ
、

一
月
八
日

学
校
か
ら
の
帰
路
大
澤
〔
章
〕
教
授
を
訪
ふ
、
不
在
、
随
筆
を
読
む
、

一
月
九
日
、
少
し
暖
か
く
な
る

高
柳
〔
真
三
〕
君
か
ら
来
信
、
十
二
三
日
頃
仙
台
に
行
き
開
講
と
か
、

学
校
で
菊
池
〔
勇
夫
〕
助
教
授
、
今
中
〔
次
麿
〕
教
授
に
会
ふ
、
帰

路
本
屋
で
本
庄
〔
栄
治
郎
〕
博
士
の
日
本
社
会
経
済
史
を
（
改
造
社

経
済
学
全
集
本
）
を
買
ふ
、
通
読
す
る
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

で
あ
る
、
軽
い
叢
書
の
性
質
上
致
方
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
体

に
日
本
経
済
史
、
現
在
の
も
の
は
少
々
甘
い
感
じ
が
す
る
、

一
月
十
日

木
曜

今
日
は
十
日
戎
と
か
で
町
は
賑
や
か
、
思
ひ
が
け
な
く
中
田
淳
君
か

ら
賀
状
来
る
、
学
校
へ
電
話
あ
り
て
、
常
子
と
玉
屋
、
不
二
屋
へ
行

く
、
子
供
の
布
団
や
ら
着
物
地
を
買
ふ
、
仲
々
金
が
か
ゝ
る
、
良
平

に
ネ
ク
タ
イ
を
送
る
こ
と
に
し
て
買
ふ
、
又
犬
が
す
き
だ
か
ら
有
田

焼
の
犬
を
買
ふ
、
仲
々
い
ゝ
、
一
し
ょ
に
田
舎
へ
送
ら
う
と
思
っ
て

鈴
屋
お
こ
し
を
買
ふ
、
だ
ん
〳
〵
講
義
案
作
成
の
能
率
が
上
る
、
十

七
日
か
ら
初
め
る
こ
と
に
す
る
、
十
四
日
に
協
議
会
が
あ
る
と
か
、

学
校
よ
り
自
宅
へ
回
状
来
る
、
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一
月
十
一
日

金
曜

陽
春
三
月
の
暖
か
さ
だ
、
学
校
の
食
堂
で
武
藤
〔
智
雄
〕
君
に
逢
ふ
、

二
月
に
奥
さ
ん
が
お
産
を
す
る
の
で
、
丁
度
持
っ
て
来
た
塩
釜
様
の

御
守
札
を
御
貸
し
す
る
こ
と
に
し
た
、
講
義
案
も
大
分
出
来
た
、
大

澤
〔
章
〕
さ
ん
僕
の
室
へ
来
ら
れ
る
、
高
柳
〔
真
三
〕
君
よ
り
来
信
、

東
京
行
の
田
中
和
夫
君
に
逢
っ
た
そ
う
だ
、

一
月
十
二
日

土
曜

一
日
家
ニ
居
る
、
つ
ね
子
お
医
者
に
行
く
、
至
極
健
康
の
由
、
只
少

し
内
膜
炎
の
気
味
あ
る
と
か
、
し
か
し
心
配
な
し
由
、
安
心
、
仙
台

鹿
島
氏
に
近
況
奉
告
、

一
月
十
三
日

日
曜

馬
鹿
に
暖
い
、
畳
を
上
げ
て
新
聞
を
敷
い
た
り
、
す
き
ま
風
を
ふ
せ

ぐ
用
意
な
ど
を
し
た
、
安
借
家
の
悲
哀
、
早
く
家
で
も
建
て
た
い
と

云
ふ
老
成
成
気
分
も
お
こ
る
、
陽
な
た
で
随
筆
を
読
む
、
呑
気
で
気

持
が
い
ゝ
、
又
法
制
史
の
淵
源
に
な
る
様
な
記
述
も
あ
る
、
記
る
し

て
置
く
べ
き
も
の
だ
と
思
ふ
、
目
に
見
え
ぬ
后
人
へ
の
寄
与
は
大
き

い
、
午
后
散
歩
に
出
る
、
鳥
飼
に
は
盛
ん
に
家
が
出
来
る
、
見
る
こ

と
が
す
き
だ
か
ら
一
々
見
て
歩
い
た
、
今
川
橋
で
今
中
〔
次
麿
〕
教

授
に
会
ふ
、
御
令
嬢
二
人
を
具
し
て
愛
宕
山
行
の
帰
路
と
か
、
共
に

少
し
散
歩
す
る
、
夜
に
入
り
て
雲
濃
く
ポ
ツ
〳
〵
雨
も
見
る
。
松
田

力
治
君
か
ら
来
信
、
偶
成
句
一
句
『
暗
の
色
み
さ
だ
め
に
け
り
は
つ

烏
』
あ
り
、
大
分
精
進
し
て
居
ら
れ
る
様
子
、

一
月
十
四
日

月
曜

午
後
よ
り
法
科
協
議
会
開
か
れ
、
夜
九
時
に
至
っ
て
散
会
す
る
、
協

議
事
項
中
東
大
三
潴
〔
信
三
〕
教
授
招
聘
に
つ
き
、
そ
の
障
り
と
な

り
て
居
る
東
〔
季
彦
〕
教
授
、
辞
表
を
総
長
へ
申
達
す
る
の
件
を
明

后
日
教
授
会
へ
提
出
す
べ
き
旨
を
学
部
長
宛
に
申
立
つ
る
こ
と
を
決

議
し
た
、
法
文
学
部
当
面
の
問
題
に
就
て
法
科
そ
の
も
の
は
何
等
係

る
所
な
き
旨
を
一
般
に
表
明
す
る
の
方
法
と
し
て
も
最
良
の
手
段
な

り
と
一
決
す
、
皆
つ
か
れ
た
る
、
正
に
努
力
を
要
す
る
の
時
、

一
月
十
五
日

登
校
直
ち
に
浅
野
〔
正
一
〕
助
教
授
よ
り
召
集
さ
れ
て
集
り
、
春
日

〔
政
治
〕
学
部
長
に
前
夜
の
決
議
執
行
を
請
求
し
た
、
仲
々
応
諾
せ

ず
、
又
々
六
時
過
ぎ
ま
で
部
長
と
我
等
九
人
対
峙
し
て
動
か
ず
、
ま

こ
と
に
く
た
び
れ
た
、
遂
に
快
諾
を
得
ず
、
只
右
の
請
求
を
な
し
た

に
止
ま
り
散
会
、
他
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て
、
兎
に
角
明
日

開
か
る
べ
き
教
授
会
に
於
て
奮
闘
す
べ
き
を
約
し
、
そ
れ
〳
〵
そ
の

下
準
備
に
出
掛
け
た
、
自
分
は
ま
だ
講
師
で
表
面
に
立
っ
て
云
々
す
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る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
及
ば
ず
な
が
ら
先
輩
の
努
力
を
心
に
援
助

し
成
功
を
祈
っ
て
居
る
、
中
田
〔
薫
〕
先
生
に
事
情
を
報
告
し
た
い

と
思
ふ
が
、
明
日
の
形
勢
を
見
て
か
ら
に
し
よ
う

一
月
十
六
日

午
后
か
ら
法
文
学
部
教
授
会
開
か
る
、
学
内
何
と
な
く
物
々
し
く
、

新
聞
記
者
の
影
も
多
く
見
え
た
り
、
定
刻
に
至
る
も
所
謂
六
教
授
出

席
せ
ず
法
科
、
経
済
、
文
科
の
一
部
で
開
会
し
た
由
で
あ
る
、
そ
れ

で
も
定
足
数
に
一
名
を
欠
き
、
法
科
側
大
い
に
気
に
病
む
、
此
日
西

山
〔
重
和
〕
教
授
出
席
せ
ず
、
武
藤
〔
智
雄
〕
君
来
り
て
、
自
分
に

迎
へ
に
行
っ
て
く
れ
と
云
ふ
、
自
動
車
で
い
そ
ぎ
行
き
し
も
、
西
山

氏
自
己
の
立
場
あ
り
と
し
て
動
か
ず
、
已
む
な
く
帰
る
、
遂
に
定
足

数
を
欠
き
つ
ゝ
投
票
に
至
る
と
云
ふ
、
而
し
て
当
日
の
議
題
東
〔
季

彦
〕
教
授
辞
表
進
達
の
件
を
賛
す
る
も
の
六
票
、
否
と
す
る
も
の
一

票
の
結
果
を
得
た
り
と
云
ふ
、
散
会
夜
の
一
時
に
至
る
と
云
ふ
、
ま

こ
と
に
学
内
の
事
と
も
思
は
れ
ず
、
一
日
も
早
く
片
付
け
て
夫
々
の

道
に
精
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、

一
月
十
七
日

高
柳
〔
真
三
〕
君
、
牧
健
二
氏
よ
り
夫
々
来
翰
、
早
朝
学
校
よ
り
手

紙
に
て
本
日
午
后
一
時
よ
り
の
法
科
協
議
会
の
参
集
を
通
知
さ
る
、

各
種
の
協
議
事
項
あ
り
た
れ
ど
も
、
重
大
案
件
ハ
昨
日
教
授
会
の
件

に
つ
き
、
善
後
策
に
干
し
て
で
あ
る
、
今
日
又
散
会
九
時
に
至
る
、

本
日
初
め
て
講
義
す
る
、
聴
講
者
三
十
五
六
名
、
熱
心
に
き
い
て
呉

れ
る
様
子
、
選
科
生
に
て
も
あ
る
か
五
十
才
位
の
人
も
見
え
た
り
、

気
持
悪
る
し
、
過
労
の
気
味
な
り

一
月
十
八
日

快
晴
、
登
校
、
武
藤
〔
智
雄
〕
君
来
室
し
ば
ら
く
話
す
、
昨
夜
総
長

を
問
ひ
し
様
子
、
総
長
ハ
春
日
〔
政
治
〕
部
長
に
明
日
迄
に
決
定
す

べ
き
旨
を
通
ぜ
し
と
か
、
而
し
て
も
し
不
決
定
の
時
ハ
総
長
決
断
す

る
由
を
通
ぜ
し
と
、
た
め
に
又
明
日
教
授
会
で
も
開
催
さ
れ
は
し
な

い
か
と
の
懸
念
あ
り
、
夫
に
つ
き
又
協
議
を
要
す
る
様
子
な
り
、
ま

こ
と
に

〳
〵
骨
が
お
れ
る
、
牧
〔
健
二
〕
学
士
の
日
本
法
制
史

論
、
田
中
秀
夫
氏
の
羅

文
法
を
購
入
す
、
買
ひ
た
き
本
、
買
は
ね

バ
な
ら
ぬ
本
、
山
積
し
、

一
月
十
九
日

正
午
近
く
登
校
、
宇
賀
田
〔
順
三
〕、
菊
池
〔
勇
夫
〕
両
教
授
助
教

授
来
室
、
こ
れ
よ
り
協
議
会
開
会
す
と
云
ふ
、
実
は
昨
夜
学
部
長
よ

り
教
授
の
み
に
宛
て
ゝ
、
本
日
懇
談
会
を
開
き
、
教
授
会
の
議
事
規

則
を
改
正
し
て
事
局
を
打
開
せ
ん
と
す
る
旨
通
告
あ
り
た
り
と
云
ふ
、
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こ
は
六
教
授
に
有
利
な
る
方
法
な
り
と
な
し
、
法
科
ハ
出
席
を
見
合

は
す
こ
と
に
一
決
、
尚
ほ
そ
の
旨
を
学
部
長
に
通
す
る
た
め
に
来
席

を
乞
ひ
、
色
々
申
達
す
、
后
、
高
田
〔
保
馬
〕、
植
田
〔
寿
蔵
〕
両

教
授
来
り
、
出
席
を
促
す
も
出
で
ず
、
明
日
又
協
議
会
を
開
く
こ
と

に
決
し
て
散
会
、
七
時
、
新
聞
記
者
の
影
多
し
、
大
坂
毎
日
の
記
者

と
云
ふ
に
つ
か
ま
る
が
逃
げ
た
り
、
各
新
聞
に
も
色
々
の
詳
報
あ
り
、

研
究
の
出
来
ざ
る
こ
と
ま
こ
と
に
残
念
、

一
月
廿
日

大
寒
に
入
る
、
寒
さ
一
入
感
ぜ
ら
れ
る
、
午
后
か
ら
協
議
会
、
春
日

〔
政
治
〕
学
部
長
を
招
じ
て
教
授
会
開
催
を
要
望
す
る
、
山
尾
〔
時

三
〕
助
教
授
本
朝
出
立
明
日
十
一
時
半
着
の
よ
し
、
来
電
あ
り
た
り

と
云
ふ
、
隣
の
お
や
ぢ
の
謡
ま
が
い
の
ど
ら
声
に
は
閉
口
、
蓄
音
器

で
低
級
な
音
曲
を
や
っ
た
り
何
と
も
下
劣
な
人
間
に
は
閉
口
す
る
ば

か
り
、
早
く
そ
う
し
た
雑
音
を
排
す
る
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

度
い
、

一
月
廿
一
日

両
角
よ
り
富
貴
子
、
正
夫
両
君
の
近
影
来
る
、
午
后
か
ら
協
議
会
、

帰
朝
后
東
京
在
住
中
の
山
尾
〔
時
三
〕
助
教
授
来
る
、
法
科
の
元
気

万
倍
、

一
月
廿
二
日

良
平
よ
り
来
信
、
父
良
平
風
邪
と
か
、
午
后
一
時
半
よ
り
協
議
会
、

五
時
よ
り
教
授
会
、
最
后
の
決
定
を
見
る
の
機
至
る
、
多
方
の
不
安

を
残
し
て
、
田
中
〔
和
夫
〕
君
と
共
に
帰
る
、
よ
き
決
定
を
祈
り

つ
ゝ
吉
報
を
待
つ
、

一
月
廿
三
日

昨
夜
の
教
授
会
、
竹
内
〔
謙
二
〕
教
授
欠
席
の
た
め
流
会
と
な
る
と

云
ふ
、
或
る
種
の
暴
力
が
動
い
た
た
め
と
か
、
登
校
す
れ
ば
直
ち
に

協
議
会
、
本
夕
又
教
授
会
を
請
求
す
る
こ
と
に
す
る
、
折
柄
春
日

〔
政
治
〕
部
長
自
ら
総
長
の
命
に
随
ひ
、
東
〔
季
彦
〕
氏
辞
表
を
進

達
す
と
云
ふ
由
伝
わ
る
、
然
る
に
又
教
授
会
を
開
く
と
云
ふ
、
更
に

開
か
ず
と
云
ふ
、
皆
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
、
今
中
〔
次
麿
〕、
大
澤

〔
章
〕
両
教
授
、
総
長
に
行
き
事
情
を
た
ゞ
す
に
、
部
長
、
東
氏
の

辞
表
を
出
し
、
更
に
自
己
の
辞
表
を
出
し
、
興
奮
し
て
去
る
と
云
う
、

益
皆
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
体
な
り

只
明
日
午
后
二
時
よ
り
評
議
員
会
開
か
れ
、
法
文
学
部
教
授
会
の
組

織
を
変
更
す
る
こ
と
を
議
す
と
云
ふ
、
こ
れ
は
助
教
授
を
排
す
る
も

の
で
あ
っ
て
大
い
に
警
戒
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
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一
月
廿
四
日

第
二
回
目
の
講
義
を
す
る
、
学
生
約
十
五
名
程
に
な
る
、
皆
文
科
史

学
部
の
者
ら
し
い
、
夕
方
よ
く
来
る
ぢ
ー
さ
ん
の
娘
を
女
中
に
貸
す

と
云
ふ
の
で
細
い
こ
と
を
き
め
に
赤
坂
門
で
下
車
す
る
、
一
寸
ぢ
ー

さ
ん
る
す
で
、
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
を
訪
ふ
、
し
ば
ら
く
話
す
、
私
の

身
分
に
就
て
も
大
分
考
慮
し
て
く
れ
て
ゐ
る
様
子
感
謝
す
る

一
月
廿
五
日

終
日
家
に
居
る
こ
と
に
し
た
が
、
午
后
ぶ
ら
り
と
出
て
古
物
屋
で
両

替
の
天
秤
の
様
に
思
へ
る
も
の
を
見
る
、
買
ひ
た
く
な
る
、
一
応
し

ら
べ
て
か
ら
に
す
る
、
中
田
〔
薫
〕
先
生
に
一
寸
書
い
た
、
改
造
な

ど
漫
読
、
い
ゝ
日
を
待
つ
ば
か
り
、
今
年
の
僕
の
運
勢
は
三
四
月
頃

い
ゝ
地
位
を
得
る
と
云
ふ
、
そ
う
し
た
事
ま
で
心
に
お
い
て
早
く

い
ゝ
日
を
待
っ
て
ゐ
る

一
月
廿
六
日

登
校
、
協
議
会
、
本
日
一
昨
日
評
議
員
会
で
決
定
し
た
の
に
其
ま
ゝ

教
授
の
み
の
教
授
会
を
開
催
す
る
由
、
皆
驚
く
、
総
長
は
そ
れ
を
命

ぜ
ず
と
云
ふ
、
こ
と
こ
ゝ
に
至
っ
て
は
万
止
む
、
私
と
し
て
も
覚
悟

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
当
然
復
職
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
ゝ
思
は
ね
ば
な
ら

な
い
、
い
づ
れ
は
運
命
又
い
ゝ
こ
と
も
あ
ら
う
、
仏
に
帰
依
す
る
自

分
に
は
何
の
屈
託
も
な
い
、
全
て
は
な
る
様
に
な
る
、
只
山
尾
〔
時

三
〕
助
教
授
が
、
自
分
を
商
法
助
教
授
に
推
し
将
来
法
制
史
に
転
ぜ

し
め
る
策
を
と
り
た
い
と
云
ふ
、
ま
こ
と
に
御
好
意
を
謝
し
て
居
る
、

で
、
そ
の
こ
と
を
中
田
〔
薫
〕
先
生
に
申
上
る
、
つ
ね
子
ハ
く
や
し

が
る
、
自
分
と
し
て
も
気
持
は
よ
く
な
い
、
し
か
し
致
し
方
が
な
い
、

一
月
廿
七
日

ぐ
っ
す
り
寝
込
ん
で
九
時
頃
眼
覚
め
る
、
三
樹
君
親
子
三
人
の
写
真

来
る
、
気
晴
し
に
つ
ね
子
と
中
洲
へ
行
く
、
三
樹
君
の
子
供
郁
子
君

に
フ
エ
ル
ト
草
履
を
送
る
（
二
円
）、
夜
は
文
藝
春
秋
を
読
む
、
平

気
で
居
て
も
今
は
何
に
も
出
来
な
い
、
し
か
し
こ
れ
も
試
練
だ
、

色
々
心
に
浮
か
む
こ
と
も
あ
る
、
し
か
し
何
も
云
ふ
ま
い
記
る
す
ま

い
、
全
て
男
ら
し
く
正
し
く
、
結
果
は
問
は
な
い
、

一
月
廿
八
日

終
日
在
宅
、
三
樹
君
か
ら
支
那
紙
幣
を
三
枚
送
っ
て
く
る
、
郁
君
肺

炎
と
か
、
伊
藤
正
夫
君
か
ら
山
本
の
海
苔
を
送
っ
て
く
る

一
月
廿
九
日

午
前
十
一
時
二
十
九
分
、
三
潴
〔
信
三
〕
博
士
来
福
、
博
多
駅
に
出

向
へ
る
、
山
尾
〔
時
三
〕
助
教
授
に
手
紙
を
書
く
、
小
木
君
よ
り
送
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り
物
の
礼
状
来
る
、
松
田
力
治
君
よ
り
来
状
、
不
相
変
芭
蕉
研
究
の

様
子
、
静
か
な
境
地

〔
羨
〕

を
恙
む
、
今
中
〔
次
麿
〕
教
授
の
話
し
で
は
二

十
六
日
の
教
授
会
で
滝
川
〔
政
次
郎
〕
教
授
復
職
を
決
定
し
た
が
、

総
長
之
を
受
諾
せ
ず
と
云
ふ
、
而
し
て
そ
の
辺
で
ま
づ
問
題
は
一
段

落
の
様
子
な
り
と
、
武
藤
〔
智
雄
〕
助
教
授
と
自
分
の
室
で
昼
食
す

る
、
明
日
か
ら
少
し
勉
強
し
た
い
と
思
ふ
、

一
月
卅
日

三
潴
〔
信
三
〕
先
生
と
学
校
で
会
食
、
色
々
御
話
し
承
る
、
高
柳

〔
真
三
〕
君
に
発
信
、

一
月
卅
一
日

中
田
〔
薫
〕
先
生
よ
り
来
信
、
色
々
は
げ
ま
さ
れ
る
、
高
柳
〔
真

三
〕
君
よ
り
来
信
、
当
方
の
事
情
を
案
じ
て
来
る
、
二
月
初
め
迄
仙

台
滞
在
な
り
と
云
ふ
、
夜
、
回
章
来
り
、
二
日
夜
、
新
三
浦
で
三
潴

〔
信
三
〕
先
生
歓
迎
会
を
開
く
と
、
出
席
の
こ
と
に
す
る
、

二
月
一
日

寒
し
、
出
校
、
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
に
面
談
し
た
い
と
思
へ
ど
機
会
を

得
ず
、
急
に
三
時
か
ら
協
議
会
あ
り
、
三
潴
〔
信
三
〕
先
生
兼
任
を

促
進
の
こ
と
東
京
へ
打
電
の
こ
と
を
き
め
る
、
夜
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で

い
さ
か
い
あ
り
咄
々
〳
〵
、

二
月
二
日

午
后
六
時
よ
り
新
三
浦
の
水
焚
で
三
潴
〔
信
三
〕
先
生
の
歓
迎
会
を

催
す
、
藤
沢
〔
親
雄
〕
教
授
、
佐
治
〔
謙
譲
〕
助
教
授
欠
席
の
外
、

全
部
出
席
、
当
学
部
時
局
に
就
て
色
々
談
合
、
初
め
て
の
水
焚
と
て

仲
々
に
美
味
、
帰
宅
十
二
時
、
床
に
入
る
頃
よ
り
雪
し
き
り
な
り
、

二
月
三
日

福
岡
に
は
め
づ
ら
し
と
云
ふ
雪
降
る
、
二
寸
程
積
る
、
午
后
武
藤

〔
智
雄
〕
氏
を
訪
ひ
、
色
々
御
願
ひ
し
来
る
、
教
官
間
意
思
の
疎
通

を
欠
く
も
の
あ
る
は
弱
る
、
奥
様
明
后
日
出
産
予
定
日
な
り
と
、
帰

路
天
神
町
に
出
て
古
本
屋
を
あ
さ
る
、
電
停
際
の
古
本
屋
に
て
寛
政

六
年
の
屋
敷
永
代
相
伝
売
渡
証
文
を
二
十
銭
に
て
入
手
す
、
す
っ
か

り
う
れ
し
く
な
る
、
今
日
ハ
節
分
豆
な
ど
煎
る
、
釜
井
君
に
手
紙
す
、

二
月
四
日

立
春
と
云
ふ
に
寒
い
、
国
家
学
会
か
ら
岡
義
武
君
よ
り
来
信
、
拙
文

国
家
学
会
雑
誌
二
月
号
に
載
る
と
、
午
后
よ
り
法
科
・
経
済
科
有
志

懇
談
会
あ
り
、
現
今
の
教
授
の
み
の
教
授
会
を
認
め
る
や
否
や
、
認

め
ず
と
せ
ば
、
如
何
に
進
退
す
べ
き
や
等
談
合
す
る
、
木
村
さ
ん
よ
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り
来
信
、
安
藤
常
三
郎
氏
、
病
篤
し
と
、

二
月
五
日

登
校
、
群
書
類
従
、
帝
国
文
庫
、
随
筆
大
成
来
る
、
武
藤
〔
智
雄
〕

氏
よ
り
電
話
あ
り
て
、
夕
方
御
伺
ひ
す
る
、
色
々
御
意
見
を
承
り
、

さ
し
あ
た
り
三
潴
〔
信
三
〕
先
生
に
御
話
し
す
る
こ
と
は
差
控
へ
た

方
が
よ
か
ら
う
と
云
ふ
こ
と
に
、
そ
の
こ
と
を
（
山
尾
〔
時
三
〕
氏

私
寄
な
る
を
以
て
、
今
自
分
か
ら
之
を
三
潴
先
生
に
申
上
る
は
如
何

か
と
存
じ
て
の
旨
を
）
中
田
〔
薫
〕
先
生
に
御
報
知
す
る
、
父
よ
り

来
信

二
月
六
日

初
午

終
日
閉
ぢ
籠
る
つ
も
り
で
午
后
か
ら
昼
寝
を
し
て
居
る
と
、
学
校
か

ら
小
使
が
協
議
会
開
催
を
通
告
し
来
る
、
出
頭
す
る
、
大
し
た
事
も

な
い
が
、
今
日
の
教
授
会
で
議
事
規
則
改
正
委
員
に
関
す
る
件
を
付

議
す
る
に
つ
き
協
議
す
、
法
科
内
部
に
も
或
種
の
暗
闘
あ
る
ら
し
、

面
白
く
な
い
、
つ
ね
子
病
院
へ
行
く
、
子
供
は
大
い
に
元
気
と
、
う

れ
し
い
、
つ
ね
子
の
か
ら
だ
も
別
条
な
し
と
、
安
藤
、
釜
井
両
家
に

贈
物
を
す
る
、
柴
田
先
生
に
御
便
り
す
る
、
終
日
無
為
、

二
月
七
日

午
后
六
時
二
十
分
発
ニ
テ
三
潴
〔
信
三
〕
先
生
帰
京
せ
ら
る

二
月
八
日

終
日
家
居
、
神
皇
正
統
記
を
読
む
、
高
柳
真
三
君
よ
り
来
書
、
中
田

〔
薫
〕
先
生
よ
り
の
伝
言
と
し
て
、
自
重
す
べ
き
旨
を
書
き
よ
こ
さ

る
、
つ
ね
子
福
岡
に
て
の
初
め
て
の
丸
髷
を
結
ふ

二
月
九
日

家
に
籠
る
つ
も
り
で
居
る
と
回
章
ニ
テ
協
議
会
ヲ
知
ら
さ
る
、
来
る

筈
だ
っ
た
女
中
を
こ
と
わ
ら
れ
た
、
講
義
補
充
に
関
す
る
点
で
大
論

議
、
八
時
半
散
会
、
毎
々
だ
か
ら
い
や
な
空
気
が
あ
る
、
僕
の
性
格

と
相
容
れ
な
い
一
こ
の
性
格
あ
る
を
知
る
、
い
や
な
話
だ
、
つ
ま
ら

ん
所
に
こ
だ
わ
る
、
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
、
奥
さ
ん
出
産
か
、
欠
席
、

国
家
学
会
雑
誌
来
着
、
自
分
の
も
の
は
そ
の
誤
植
と
不
足
な
筆
と
を

見
出
す
に
汲
々
、
一
寸
も
面
目
く
な
い
、
中
田
〔
薫
〕
先
生
が
、
宮

崎
〔
道
三
郎
〕
先
生
が
自
分
の
も
の
を
よ
む
の
は
び
く
〳
〵
も
の
だ

と
云
は
れ
た
と
話
さ
れ
た
が
、
事
実
だ
、

二
月
十
日

実
に
寒
い

終
日
、
国
家
の
自
分
の
論
文
の
訂
正
に
過
ご
し
た
、
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二
月
十
一
日

九
州
ニ
テ
ノ
初
ノ
紀
元
節
、
午
后
ぶ
ら
り
と
古
物
屋
を
素
見
に
行
く
、

一
軒
ニ
テ
明
治
初
年
の
借
金
証
文
を
見
出
し
買
は
ん
と
云
ふ
と
、
そ

の
証
文
記
名
の
人
に
済
ま
ん
か
ら
と
て
諾
せ
ず
、
い
さ
ゝ
か
妙
な
気

が
し
た
、
し
か
し
朴
咄
な
気
風
を
窺
ひ
知
る
、
或
家
で
は
う
る
さ
い

様
な
顔
を
さ
れ
、
今
日
は
あ
ぶ
れ
と
観
念
す
る
、
楠
田
病
院
に
立
寄

る
と
、
武
藤
家
で
女
子
本
朝
出
生
と
の
事
、
御
祝
を
述
べ
て
去
る
、

夜
は
来
月
号
に
出
す
べ
き
本
正
月
（
国
家
）
の
正
誤
表
を
つ
く
る
、

時
間
が
早
く
仕
事
が
殆
ん
ど
出
来
ず
、
い
ら
立
つ
の
み
、
寒
さ
去
ら

ず
夜
に
入
り
て
白
い
も
の
ち
ら
つ
く
、
父
に
国
家
学
会
雑
誌
本
月
号

を
郵
送
す
る
、
つ
ね
子
、
僕
の
羽
織
を
縫
ひ
初
め
る
、

二
月
十
二
日

出
校
、
寒
い
、
ま
れ
な
る
酷
寒
な
り
と
云
ふ
、
み
ぞ
れ
、
風
強
シ
、

岡
〔
義
武
〕
氏
宛
二
月
号
正
誤
表
を
送
る
、
阿
部
市
五
郎
君
に
通
信

す
る
、
積
文
館
に
立
寄
り
二
十
冊
ほ
ど
注
文
す
る

二
月
十
三
日

出
校
、

二
月
十
四
日

つ
ね
子
と
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
奥
様
を
御
見
舞
、
赤
ち
ゃ
ん
元
気
、
同

氏
と
共
に
出
校
、
特
別
講
義
を
了
る
、
釜
井
君
よ
り
来
信
、
良
平
よ

り
来
信
、
そ
の
中
新
聞
社
に
入
る
と
云
ふ
、
可
な
る
べ
し
、
田
舎
へ

手
紙
出
ス

二
月
十
五
日

鯛
チ
リ
を
食
す
、
箱
崎
神
社
に
初
め
て
詣
で
ず
、

二
月
十
六
日

土
曜
日

め
っ
き
り
暖
く
な
る
、
学
校
で
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
の
来
訪
を
受
く
、

今
度
生
ま
れ
た
子
の
た
め
に
送
る
と
云
う
、
又
女
中
さ
ん
に
オ
ム
ツ

の
作
成
を
な
さ
し
め
る
と
云
ふ
、
芳
志
を
深
謝
す
、
帰
宅
す
れ
ば
、

つ
ね
子
が
近
所
の
焼
芋
屋
の
お
ば
さ
ん
に
頼
ん
で
置
い
た
女
中
を
一

人
つ
れ
て
来
て
居
た
、
早
速
雇
ふ
こ
と
に
し
た
、
三
宮
、
柴
田
先
生

奥
様
両
便
あ
る
、
三
宮
君
に
か
く
、

二
月
十
七
日

終
日
閑
居
、
雨
ふ
る
、
田
舎
の
よ
し
江
よ
り
来
書
、
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二
月
十
八
日

牧
野
英
一
先
生
来
福
、
十
一
時
二
十
九
分
博
多
駅
に
向
ふ
、
武
藤

〔
智
雄
〕
氏
と
昼
食
、
午
后
し
ば
ら
く
振
り
で
気
が
乗
っ
て
勉
強
、

今
日
山
尾
〔
時
三
〕
氏
見
え
る
、
昨
日
来
福
さ
れ
た
と
か
、
女
中
来

る
、
き
よ
と
云
ふ
、
年
十
四
、

二
月
十
九
日

牧
野
〔
英
一
〕
先
生
の
御
話
を
四
階
で
聞
く
、
四
時
か
ら
協
議
会
、

不
相
変
論
戦
あ
り
、
来
学
年
レ
ー
ア
プ
ラ
ン
〔L

eh
rp
la
n

〕
を
定

む
、
自
分
は
一
週
二
時
間
一
年
継
続
の
こ
と
に
内
定

二
月
廿
日

午
前
出
校
、
午
后
留
守
居
、
つ
ね
子
、
女
中
と
外
出
、
夕
方
武
藤

〔
智
雄
〕
氏
来
訪
さ
る
、
京
北
で
教
へ
た
前
田
慶
祐
君
、
二
日
市
に

在
住
と
か
に
て
手
紙
を
よ
こ
す
、
嬉
し
い
、
早
速
返
信

二
月
廿
一
日

昼
食
后
、
牧
野
〔
英
一
〕
先
生
の
漫
談
を
き
く

二
月
廿
二
日

夜
十
五
年
入
学
の
八
木
延
身
君
来
り
、
法
制
史
上
よ
り
見
た
る
学
校

教
育
な
る
論
文
を
見
て
く
れ
と
云
っ
て
持
っ
て
来
た
、
君
ハ
広
島
高

師
出
身
な
り
と
柴
田
先
生
よ
り
丹
冊
を
送
り
来
る
、
先
生
及
南
木
先

生
に
発
信

二
月
廿
三
日

法
科
協
議
の
会
合
、
給
料
日
、
国
家
学
会
よ
り
四
十
四
円
送
付
さ
る
、

二
月
廿
四
日

終
日
無
為
に
ご
ろ
〳
〵
、
母
よ
り
来
信
、

二
月
廿
五
日

京
大
よ
り
講
演
に
来
ら
れ
た
竹
田
省
博
士
の
歓
迎
会
を
新
三
浦
に
開

く
、
出
席
、
何
か
、
京
大
出
身
文
科
系
の
も
の
が
、
来
福
中
の
牧
野

博
士
を
さ
し
お
い
て
、
竹
田
博
士
の
み
の
招
宴
を
開
い
た
と
か
に
て
、

フ
ン
ガ
イ
す
る
者
あ
り
、
新
三
浦
参
集
者
ご
く
僅
少
な
り
し
、
本
夕
、

野
津
〔
務
〕
教
授
、
三
浦
周
行
先
生
の
御
親
戚
と
か
云
ふ
こ
と
を
初

聞
す
、

二
月
廿
六
日

正
午
牧
野
〔
英
一
〕
先
生
歓
迎
宴
を
四
階
に
ひ
ら
く
、
続
い
て
協
議

会
、
不
相
変
ゴ
タ
〳
〵
、
八
時
半
散
会
、

（法政研究85-２- ）14 418

資 料



二
月
廿
七
日

牧
野
〔
英
一
〕
先
生
午
前
中
に
て
講
義
結
了
、
午
后
二
時
二
十
五
分

汽
車
に
て
出
立
、
本
日
は
八
幡
宿
り
の
御
予
定
と
か
、
駅
迄
送
る
、

八
木
延
身
君
来
る
、
助
手
願
を
出
す
と
か
云
ふ
、
高
柳
真
三
君
に
カ

ス
テ
ラ
を
送
る
、
小
木
君
よ
り
来
信

二
月
廿
八
日

終
日
ぶ
ら
〳
〵
、
夜
き
よ
と
黒
門
へ
行
李
を
買
ひ
に
行
く

三
月
一
日

小
雨
、
暖
か
し
、
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
宅
へ
御
祝
に
か
つ
を
節
の
箱

（
五
円
）
を
持
っ
て
行
く
、
今
日
は
開
学
記
念
日
な
り

つ
ね
子
の
腹
は
益
々
太
る
、
あ
ま
り
中
で
活
動
さ
れ
て
い
た
い
そ
う

だ
、
祖
父
、
母
、
路
子
、
よ
し
江
に
発
信
、
白
川
子
爵
夫
人
よ
り
来

書
、
梅
信
し
き
り
な
り

三
月
二
日

三
月
三
日

雛
節
句
、
寒
い
、
学
校
開
放
日
、
本
年
は
農
学
部
当
番
と
か
に
て
、

農
学
部
室
に
各
学
部
出
陳
せ
り
、
さ
し
た
る
も
の
も
な
し
、
農
業
経

済
研
究
室
出
陳
物
中
に
二
三
未
見
の
も
の
あ
り
し
、

三
月
四
日

宮
本
〔
英
脩
〕
教
授
来
任
、
新
三
浦
に
て
歓
迎
会

三
月
五
日

三
月
六
日

教
授
会
、
学
部
長
選
挙
の
、
文
科
之
教
授
大
島
〔
直
治
〕
氏
を
立
つ
、

法
経
大
森
〔
研
造
〕
氏
を
立
て
見
事
当
選
、
白
票
一
、
大
森
十
三
、

大
島
十
一
、
今
日
選
挙
前
、
片
山
〔
正
雄
〕
教
授
推
薦
演
説
に
来
る
、

珍
妙
な
る
話
を
き
く

三
月
七
日

法
科
協
議
会
、
佐
治
〔
謙
譲
〕
氏
、
東
洋
法
制
史
専
任
講
師
を
推
挙

す
る
、
少
し
話
が
変
で
、
僕
と
武
藤
〔
智
雄
〕
氏
と
佐
治
氏
と
で
、

そ
う
云
ふ
専
任
を
お
く
か
を
先
づ
き
め
、
そ
れ
か
ら
そ
の
人
に
就
て

き
め
る
こ
と
に
な
し
た
、
佐
治
氏
少
し
フ
ン
ガ
イ
、
我
々
を
う
ら
ん

で
居
る
ら
し
い
、
法
政
か
ら
羅
馬
法
答
案
を
送
ら
る
、
百
十
六
枚
に

は
驚
き
た
り
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三
月
八
日

宮
本
〔
英
脩
〕
教
授
、
京
都
へ
帰
ら
る

中
田
〔
薫
〕
先
生
に
御
便
り
す
る

三
月
九
日

法
政
羅
馬
法
答
案
採
点
を
終
ら
す

三
月
十
日

暖
か
し
、
つ
ね
子
と
共
に
三
四
十
分
散
歩
、
午
后
か
ら
百
々
道
で
素

人
角
力
を
見
る
、

三
月
十
一
日

烈
風
に
し
て
寒
し
、
み
ぞ
れ
も
降
る
、
阪
本
安
房
氏
か
ら
十
五
円

（
谷
氏
成
功
謝
金
の
切
半
）
を
送
ら
る
、
小
木
君
よ
り
お
し
め
送
ら

る
、
皆
難
有
し
、
原
田
慶
吉
君
よ
り
来
信

三
月
十
二
日

非
常
に
寒
し
、
今
中
〔
次
麿
〕
教
授
よ
り
印
度
政
治
学
を
拝
借
、

三
月
十
三
日

寒
さ
去
ら
ず
、
つ
ね
子
出
産
間
近
に
な
る
た
め
に
終
日
在
宅

三
月
十
四
日

夜
十
一
時
過
ぎ
、
つ
ね
子
腹
が
い
た
み
出
し
た
の
で
驚
い
て
楠
田
病

院
に
入
院
さ
せ
、
自
分
も
宿
つ
て
来
る

〔
三
月
〕
十
五
日

変
り
な
し
、
一
寸
生
ま
れ
そ
う
も
な
く
な
る

三
月
十
六
日

協
議
会
、
夕
方
か
ら
箱
崎
緑
壽
園
に
て
山
尾
〔
時
三
〕
助
教
授
歓
迎
、

武
藤
〔
智
雄
〕
助
教
授
送
別
宴
を
開
く
、
少
し
早
め
に
失
敬
し
て
病

院
に
寄
る
も
異
状
な
し

三
月
十
七
日

異
状
な
し
、
散
歩
に
出
歩
く
、
藤
田
と
云
ふ
親
切
な
附
添
婦
が
来
て

居
る
の
で
安
心

三
月
十
八
日

ま
だ
生
ま
れ
ん
、
当
人
は
勿
論
楠
田
博
士
そ
の
他
皆
が
鶴
首
し
て
居

る
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三
月
十
九
日

以
后
毎
日
楠
田
病
院
詰
め

三
月
卅
一
日

京
北
時
代
の
教
へ
子
福
田
平
一
、
前
田
慶
祐
両
君
来
訪
さ
る
、
折
悪

し
く
不
在
、
残
念
至
極

昨
日
父
よ
り
男
子
の
名
を
選
定
し
来
る

四
月
一
日

朝
六
時
、
女
子
出
生
、
つ
ね
子
も
子
供
も
元
気
、
男
だ
と
ば
か
り
信

じ
て
居
て
女
、
一
寸
が
っ
か
り
、
し
か
し
女
子
又
可
、
と
に
か
く

い
ゝ
、
非
常
な
安
産
で
あ
っ
た
由
、
皆
信
心
の
余
徳
な
る
が
故
な
り
、

電
報
葉
書
等
を
出
す
、
落
付
い
た
様
子
、
落
付
か
ん
様
子
一
日
、
子

供
の
名
は
真
智
子
に
す
る
こ
と
に
す
る
、
余
り
待
ち
長
か
っ
た
、
偶

意
で
あ
る
が
文
字
は
た
く
ま
し
い
、
愈
々
親
父
に
な
っ
た
、
子
の
一

生
の
幸
福
を
念
ず
る
の
み
、
高
柳
〔
真
三
〕
君
に
も
発
信
、
お
隣
り

の
山
本
君
の
奥
様
、
病
院
に
見
舞
っ
て
く
れ
る

四
月
二
日

西
公
園
の
桜
見
頃
と
か
、
真
智
子
元
気
、
つ
ね
子
も
元
気
、
こ
の
土

地
ハ
四
月
三
日
が
雛
祭
り
、
真
智
子
の
た
め
に
内
裏
様
を
買
ふ
、
ボ

ン
ボ
リ
も
買
ふ
、
だ
ん
〳
〵
親
ら
し
い
気
持
に
な
る
、
出
生
届
を
田

舎
に
頼
む

四
月
三
日

朝
の
内
は
お
雛
様
の
飾
り
付
け
で
過
ご
す
、
午
后
病
院
へ
行
く
、
今

日
初
め
て
真
智
子
母
の
乳
を
吸
ふ
、
大
分
出
る
ら
し
い
、
病
院
の
看

護
婦
諸
嬢
に
桜
餅
最
中
を
く
ば
る

四
月
七
日

真
智
子
益
々
元
気
、
つ
ね
子
の
乳
も
出
る
、
午
后
協
議
会

四
月
八
日

釈
尊
降
誕
会
、
中
田
〔
薫
〕
先
生
、
祖
父
に
発
信
、

法
科
が
中
心
に
な
っ
て
福
岡
法
律
専
修
学
校
が
出
来
上
る
、
五
月
か

ら
開
講
の
予
定
な
り
、
法
制
史
助
手
志
望
の
八
木
延
身
君
不
採
用
に

決
定
す
る

四
月
九
日

出
校
、
法
経
合
同
に
て
雑
誌
発
刊
の
件
を
議
す
れ
ど
財
源
の
点
に
て

噸
座
、
不
成
立
に
終
る
、
父
よ
り
百
円
送
り
来
る
、
不
足
に
て
閉
口

の
た
め
浅
喜
町
に
頼
む
、
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四
月
十
日

終
日
在
宅
、
小
木
君
、
良
平
よ
り
来
信
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